
 

P.1     「ひいらぎ letter」令和６年度 第３学期版 

—— 保護者向け事務だより —— 

ひいらぎ letter 
令和６年度 第３学期版 

2 0 2 5 ( R 7 )年 2 月 2 6 日 

須賀川市立義務教育学校稲田学園 

主 査  泉 田 洋 介
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本市の学校配当予算は、学級数と児童生徒数に応じて教育委員会より予算が配当される

予算編成制度が導入されています。これを「あてがい扶持予算制度」とも言います。 

 

◇ 本市の令和６年度歳出予算額 33,720,000,000 円（337 億 2,000 万円） 

 

≪ 教育費 ≫ 

令和６年度（全体の 10.9%） 

3,661,718,000 円（約 36 憶） 

令和５年度（全体の 11.7%） 

3,966,466,000 円（約 39 憶） 

 

≪ 学校配当予算 ≫ 

教育費の内、市内の小･中･義務教育学校へ 

学校裁量の予算が配当されています。 

次頁では、消耗品費について紹介します。  

～ 学校事務職員って、学校で何をする人なの？ ～ 

学校組織における唯一の総務・財務等に通じる専門職といわれ、 

職務規定上は「 事務をつかさどる 」と学校教育法にて定められています。 

☆ 学校財務（学校運営にかかわる経営資源のマネジメント） 

☆ 就学保障（子どもの学習権の保障） 

☆ 教職員給与・旅費・福利厚生（教職員の安定した生活維持） etc. 

ここではイメージしやすい職務の一部を紹介しましたが、その職務の全体は多岐にわたります。 

 

～ 学校事務職員って、学校に何人いるの？ ～ 

原則として、公立小・中学校には単数配置（一人）され、本校は義務教育学校のため 

複数配置（二人）されています。これは義務標準法*1 を基にした福島県の条例により定められています。 

（*1：公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律） 

 

保護者向け事務だよりは「学校財務」と「就学保障」の内容について、年３回発行します。 

 

 

グラフ（令和６年度） 

（須賀川市公式 HP 参照） 
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◇ 本校の消耗品費配当額 3,216,000 円（R6 年度） 

◇ 本校の消耗品費配当額 3,767,800 円（R5 年度） 

≪ 学校管理費 消耗品費 ≫ 学校運営の管理的消耗品 2,417,000 円（R6 年度） 

2,750,000 円（R5 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 教育振興費 消耗品費 ≫ 学校運営の教育的消耗品     799,000 円（R6 年度） 

1,017,800 円（R5 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ（令和６年度） 

グラフ（令和６年度） 


